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問い合わせ先

国道７号 村上市勝木地区の重大事故【ゼロ】を目指して

沿道地域の方々と

日 時：平成２４年５月２１日（月）１８：３０～

場 所：勝木集落公民館

参加者：〔地域の方々〕

勝木地区総代及び役員

さんぽく南小学校長及びPTA役員

〔道路関係者〕

村上警察署、村上市山北支所

村上国道維持出張所、羽越河川国道事務所

国道７号

至 鶴岡市

至 胎内市

国道345号

対策検討箇所

～地域の皆様と一緒に、満足のいく道づくりを目指します～

本プロジェクトは、地域の皆様とコミュニケーションを図りつつ、皆
様と一緒に、満足のいく道づくりを目指すものです。

第1回 事故対策勉強会 実施状況

（平成２４年１月２６日）

国道７号村上市勝木地区は、交差点手前の急なカーブが原因となる追突事故が多発してお

り、交通安全上問題を有する箇所であり、事故ゼロプラン（事故危険区間重点解消作戦）に

登録され早期の対策が必要とされております。

前回の勉強会では、沿道で起こる事故の問題点などを理解頂き、地域の方々の意見を事故

対策へ反映させるための勉強会を実施しました。

今回は、事故対策の方法を提案し、地域の方々と意見を交えて事故対策の方針を決定する

ため、２回目の勉強会を実施いたします。

第１回 勉強会で頂いた主な意見

第1回 勉強会（平成24年1月26日）

・事故発生の問題点の確認と意見交換

第2回 勉強会（今回）

・事故対策（案）の提示

事業実施へ

測量・設計・工事へ
地域の合意地域の合意

・交差点手前でカーブあり、危険を感じる。
また、カーブで信号も見づらい。

・走行する車の速度が速く、特に大型車が早い。

・カーブ区間の取付道路に傾斜があり、国道７
号を走行する車が見えずらく危険。

【実施概要】


